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昭和十三年邦文天文書一覧
一議
　　X．k
名饗會員水野千里
例icよって，昭和十三年申に手にした天文書の短評を試みやう．
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1…fi天蠣轄燃n＋二年の夏，村上忠敬胆力：・大剛三二鰯、
ら・干天嬬聴して搬の人　天文の話をされたもa’を灘とし隔、
れたので・第一撚馴｝剛遡・第三灘’期繍凹凹槻
附1紳財徽び罫5眞381剛力轍って居留i肛あるが・さすが舳豪，）
手で轍紳たので新興を得て居て・初午‘畷も漸：㌘妖文書である
2・趣味職迷信と事物の蘇囎ま309あって・こ縫囎順にならべ
隅な翻翻へ醐・天交に關するものは魂門ド潮面亡・節分汰恥，
七蝶地｝構剛・㈹党酒午，そ蝋厄年’糾』敷面肋みである
3・迷信の潮轄は繍・二螂古代の救融魏五行論，＋干糠，
1融繍・賜1噺九州翫蘭・魁丙午・臓娚蜘1性備）
中脚勲下段識徳奈祠1八三軍・励断イヒ謎勧種々相麟の嚇，
糊迷儒期’’謎信oE重々相q肱期二二）謎信の種・相（感伽）
低劣に塞つく齢迷f澗重々相（意志の隅I」・｛；つく迷信）の19叛職
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153項から域る菊判5ハ頁の書物である．著春日野氏は153部の迷信に關する，．1．1，
物を讃署し，科學の知識を以って編纂されたものであって甦會，口本文化tC貢
饗すること大なるものがあらう．
　4．子供の天女學　天動論と地動説から即き起し，太陽系14章，恒星界10一軋
地球の誕生，引子の始まり，暦，望遠鏡と天文墓の29章，附録プラネタリウム，
別刷鳥眞15葉，ロ絡四季の星座が載せてある．子供にも分る様に挙易に論いて
あるが，初野の大人が讃んでも利釜することが多い．
　5．星座名封照表　　束：亜天文協會大阪支部焚行銀河叢書の第一輯である・内容
は恒星の個有名詞，H本名，ラテン名，ドイツ名，イギリス名，フランス名・
エスペラント名の雪垣表で便利なものである．星座の起源と滑革から読き起し
本文に入り最後にギリシャ文字の大小と爽苦が記されてある．此の一一事を見て
も，大阪支部の活動が窺はれる．
6．太陽系の起源　プリンストン大學天文大酔教授H・N・ラッセルの著述を我
が鈴木敬信，高橋篤子の平氏が共課されたもの，第一章運動方面から見た太陽
系の性質，第二章太陽系の物理學的及び化學的性質，第三章太陽系の起原説・
註，記事索引，人名索引，一書14圃，太陽系の起原といへばカントやラプラス
の論を以て金科玉響として居て，其の後に多くの學説が出でNは葬られ，3ζ出
で來って居るが，未だに何人も首肯する様な名設がない．
7．理科年表　本書は天女年鑑と共に年々斜行され，天文に關するよい年鑑で
ある．
8．字宙　僅か160頁の小冊子であるが，内容塁壁し，一戸博士の高等天文
學，H下部博士の天交野汎論と同様，大悟の講義が基であって・邦文天丈書中
の最も高等なものである．内容は第一堂恒星に附晒する物理量1第二章恒星
の蓮動，第三章恒星の分布，第四章大銀河系A．局部恒星系，B．球状星團・
C．銀河系の回韓，第五章星雲，第六割合］僻論的宇宙論A．隙的宇宙・B・非
静的宇宙一一膨脹宇宿であって，一通り天文の素養ある人士の熟讃翫味すべき
良書である．
　9．日本暦の赫秘を語る　徳島縣撫養町日本古暦研究厨から興行されて居る・日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔216頁へ績く〕
饗＿＿＿＿＿．＿＿一＿一．．．！三．，～一、±．＿．芝＿＿＿＿．＿＿～重き界～電㌃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘへ日糊會難字鐡辮徽途轍難を搬喩庸
土谷脚儲」酒瀬「太陽プロミネンス蹴いて嫌先生「鰍抽
の凹凹滴徽が新プラネタリウム解絶群の紹介等あり・盛晦擁
IH二者19名．
　圏銀河第3巻第3號　　五月1日附獲行，200部突破記念號として60頁．
表鰍星’地球欄」・四脚1中脳影」（ア囎眞版）’「火鞠・瑚」・枚
（門門四一剛臆蹴聯｛哩論の刊行i：waL’C」・「火構切論騰』1、
ツバ磁鯛（2）fFl　il’　「e士翻倒の生醐江原「鞠’瞬の太陽・叫、
松三鰐士・「保土谷殿横山劇「暦」s●肱「天斑鳩「蜘噺，，1
翻婆獄膿；撒灘雑詠罫灘麗麗1蕊鷺諏鞭・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，am・ng　the Aine・fcユ1・lndi“ns”（3㌔
rL2J3fi3y」nvO
白白一戸の欄事の見方と共噸勝一氏の塘であ・・糸’5iiliu，　2＃Y
叫篇鞍の蹴蹄る・第二脚：鱒加の訓の蹴訪る・第ミ隔
の吉凶の眞相綿・第醗＝杁宿及び七職織縞第五オ濡六・隔
朧隅第六撒星の實朧禍靴脚勲蹴を｝陥伽噸
鷺選灘：叢錦織票卵聯嫡の研究隔
’O・　tesseSN轄は「科墨ペン」五槻の野尻抱影ゆ畑賊軍・・縛
れたものである・それに「交四則聡身撒徽講ン岡焼楚西勘
翻二四軍課）とを合し，北京近代欄品陥τ臓號の鞠・と、
れたものである・詩経職曜名と｝鰺・昴識定・激牽9・，　9“，　＊，
斗・伯鱒「臓星），長「肺鵬12櫛る・　T「tl和啓明・鹸の鰍晦
の事である．
附記伊野にお願嚇すこと躍る・それは邦野冊で縮即1隔：
　　出たもの購入して居るが・そのf也のもので萌脚トのものを隔・暢
　　は本誌に御投稿下さらば幸遊の到りである・遡っても然りである．
